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介護の虹の介護の虹の７K７K
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　高齢化が急速に進み、介護の仕事の需要が高まっていく現代。
　皆さんは「介護の仕事」と聞いて、どのようなイメージを抱きますか。
　食事・入浴・排泄の介助をしている場面や「３K（きつい・汚い・危険）」と
いう言葉を思い浮かべる人が多くいるのではないでしょうか。
　しかし、ICT（情報通信技術）などが進化していく今、果たして介護の現場
は本当に３Ｋのままなのでしょうか。
　今回の特集では、広報職員が実際に介護の現場を体験し、現在の介護の仕事
がどういうものなのか、お伝えします。

体験体験

リポート！
リポート！

７Ｋとは７Ｋとは
　「希望」「期待」「感謝」「感動」「感激」「可能性」「快適」のこと　「希望」「期待」「感謝」「感動」「感激」「可能性」「快適」のこと
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78％ *1 の事業所で
給与等引き上げ

国の「介護職員処遇改善加
算」等の後押しもあり、年々
給与待遇は改善傾向にあり
ます。

全業界平均よりも
低い

国 な ど の 調 査 *2*3 に よ る
と、全業界の平均離職率は
15.4％に対し、介護職の平
均離職率は 13.1％でした。

57.7％の施設が
残業なし

57.7 ％ の 施 設 が「 残 業 な し 」、
24.3 ％ の 施 設 が「 ５ 時 間 未 満 」
と調査 *2 で回答し、仕事と私生
活を両立しやすくなっています。

介護ロボット導入等で
身体的負担を軽減

近年では、介助者を補助す
るロボットの開発・導入に
より、介護職員の身体的負
担の軽減が進んでいます。

令和 19 年には人口の３人に１
人 が 65 歳 以 上 に な る 見 込 み
です *4。今後の需要を見込み、
多様な企業が参入しています。

超高齢化社会で
需要が高い仕事

最新技術導入で、
働きやすさ向上

書類のデジタル化や見守り
センサーなどの活用で業務
負担が軽減し、働きやすさ
も向上しています。

Ｉ

ＮＴＥＲＶＩＥＷ

Ｉ
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佐賀　文哉さん佐賀　文哉さん
シーザーズ介護職シーザーズ介護職
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感  謝感  謝
「ありがとう」や「笑

顔」がもらえます。そ
れだけでやりがいとな
　り、力になります。

感  激感  激
人 生 の 最 終 ペ ー ジ
を と も に 彩 ら せ て
い た だ け る 喜 び が
あります。

可能性可能性
家 庭 や 学 校 で は 学
べ な い よ う な 社 会
性 を、 経 験 豊 か な
利 用 者 か ら 学 ぶ こ
　とができます。
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移乗支援移乗支援

移動支援移動支援

排泄支援排泄支援見守り・コミュニケーション見守り・コミュニケーション

入浴支援入浴支援

快 適快 適
利用者にとって心地良
いケアをすることで、
心が通じ、穏やかな時
　間を共に過ごすこ
　　とができます。

利用者に介護をとお
して希望を与え、生
きる糧となることが
　できます。

希  望希  望期  待期  待
利用者の思いを大切
に、人生に寄り添う
伴走者としての役割
　が期待されます。

ベッドや車いすなどの
間 の 移 乗 の 補 助 や パ
ワーアシストを行う

高齢者の転倒予防や歩
行を補助、移動支援を
行う

最適な時間にトイレへ
の誘導やトイレ内での
衣服の着脱を行う

浴槽をまたぎ、出入り
する際の一連の動作を
支援する

センサーで転倒や立ち上が
りを検知するほか、コミュ
ニケーションを行う

介護業務の情報を蓄積して、
それを基に必要とする支援
に活用できる

介護業務支援介護業務支援

ワークライフバランス 力仕事力仕事 お給料

最新技術の導入最新技術の導入離職率業界の今後業界の今後

感  動感  動
介 護 を 通 し て 利 用
者 と 喜 び の 気 持 ち
を 共 有 す る な ど、
心 が 動 く 瞬 間 が あ
　ります。
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**
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）　　
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６
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府
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が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

き
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。  

　　

無
資
格
か
ら
始
め
て
も
経
験
を
積

無
資
格
か
ら
始
め
て
も
経
験
を
積

ん
で
資
格
取
得
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が

ん
で
資
格
取
得
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が

可
能
で
、
将
来
性
も
期
待
で
き
ま
す
。

可
能
で
、
将
来
性
も
期
待
で
き
ま
す
。  

　　
少
し
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

少
し
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

介
護
の
資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

介
護
の
資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

【
特
集
】　

体
験
リ
ポ
ー
ト
！　

介
護
の
虹
の
７
Ｋ　

お
わ
り

【
特
集
】　

体
験
リ
ポ
ー
ト
！　

介
護
の
虹
の
７
Ｋ　

お
わ
り

滝
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

滝
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

９
時
９
時
3030
分
～
分
～
1616
時時

８８

3030
月月

日日
㈯㈯

市
内
在
住
も
し
く
は
、
市
内
へ
通
学
・

市
内
在
住
も
し
く
は
、
市
内
へ
通
学
・

通
勤
さ
れ
て
い
る
中
学
卒
業
以
上
の
方

通
勤
さ
れ
て
い
る
中
学
卒
業
以
上
の
方

2020
人　
　
　
　
　

人　
　
　
　
　

     
     

無
料
無
料

  

８
月
８
月
2222
日
㈮
ま
で
に
、
右
の
二
次
元

日
㈮
ま
で
に
、
右
の
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
、
滝
川
市
社
会
福
祉
協

コ
ー
ド
ま
た
は
、
滝
川
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
℡

議
会
（
℡
2424
ー
８
６
４
０
）
ま
で
お
申

ー
８
６
４
０
）
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

し
込
み
く
だ
さ
い
。 希望者は、介護希望者は、介護

の現場見学も行の現場見学も行
えます。えます。

研修・資格 研修
時間数 内容 受講条件

介護福祉士介護福祉士 国家資格国家資格
専門的知識および技術をもって、心身専門的知識および技術をもって、心身
の状況に応じた介護を行い、介護に関の状況に応じた介護を行い、介護に関
する指導を行う国家資格する指導を行う国家資格

養 成 施 設 に 進 学 ま た養 成 施 設 に 進 学 ま た
は、実務経験３年以上は、実務経験３年以上
かつ必要な研修の受講かつ必要な研修の受講

介護福祉士介護福祉士
実務者研修実務者研修 450 時間450 時間 介護福祉士となるための必須研修介護福祉士となるための必須研修

基本から実践的な知識・技術を習得基本から実践的な知識・技術を習得
なしなし

介護職員介護職員
初任者研修初任者研修 130 時間130 時間 介護職員として働くうえで基本となる介護職員として働くうえで基本となる

知識・技術を演習等で習得知識・技術を演習等で習得

最大４万円
各研修１人につき

申請は、
令和８年
　３月 31 日㈫まで

【講義】
①介護に関する基礎知識　介護の基本
②介護に関する基礎知識　高齢者虐待等
③介護の基本と老化の理解

【講義・演習】
④認知症の理解

【演習】
⑤基本的な介護の方法

内容内容

介
護
の
現
場
の

介
護
の
現
場
の
い
ま
い
ま

体験
してきました！体験
してきました！

広報職員　吉田広報職員　吉田

　
今
回
、
市
内
介
護
施
設
「

　
今
回
、
市
内
介
護
施
設
「
土土つ
く
し

つ
く
し筆筆
のの
郷郷さ
と
さ
と
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
で
、
介

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
で
、
介

護
の
仕
事
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

護
の
仕
事
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

体験体験
　
土
筆
の
郷
で
は
、
職
員
が
イ
ン
カ
ム
（
無
線

　
土
筆
の
郷
で
は
、
職
員
が
イ
ン
カ
ム
（
無
線

通
信
機
）
を
着
け
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

通
信
機
）
を
着
け
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
カ
ム
を
使
う
こ
と
で
、
職
員
同
士
が
迅

　
イ
ン
カ
ム
を
使
う
こ
と
で
、
職
員
同
士
が
迅

速
に
情
報
伝
達
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

速
に
情
報
伝
達
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

離
れ
た
場
所
に
い
る
職
員
を
応
援
に
呼
ぶ
際
、

離
れ
た
場
所
に
い
る
職
員
を
応
援
に
呼
ぶ
際
、

大
声
を
出
さ
ず
に
済
む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

大
声
を
出
さ
ず
に
済
む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
声
を
出
さ
ず
に
済
む
こ
と
で
、
利

　
ま
た
、
大
声
を
出
さ
ず
に
済
む
こ
と
で
、
利

用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
た
り
、
利
用

用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
た
り
、
利
用

者
同
士
の
交
流
の
妨
げ
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
り

者
同
士
の
交
流
の
妨
げ
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類
は
ほ
か
に
も
数

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類
は
ほ
か
に
も
数

多
く
あ
り
、
書
道
家
の
先
生
を
招
き
書
道
を
し

多
く
あ
り
、
書
道
家
の
先
生
を
招
き
書
道
を
し

た
り
、
時
に
は
外
出
し
て
お
花
見

た
り
、
時
に
は
外
出
し
て
お
花
見
に
行
っ
た
り
、

に
行
っ
た
り
、

利
用
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
催
し
を
行
っ
て

利
用
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
催
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

職
員
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
に
利
用
者

　

職
員
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
に
利
用
者

に
声
が
け
を
行
っ
た
り
、
脱
水
症
状
に
な
ら
な

に
声
が
け
を
行
っ
た
り
、
脱
水
症
状
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
に
か
け
、
こ
ま
め
に
飲
料
を
配
っ

い
よ
う
に
気
に
か
け
、
こ
ま
め
に
飲
料
を
配
っ

た
り
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
健
康
状
態
へ
の
配

た
り
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
健
康
状
態
へ
の
配

慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

利用者利用者
伊藤シズ子さん伊藤シズ子さん

　

介
護
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
が
あ
り
ま

　

介
護
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
が
あ
り
ま

す
。
左
記
の
研
修
・
資
格
を
ど
れ
か
１
つ

す
。
左
記
の
研
修
・
資
格
を
ど
れ
か
１
つ

で
も
取
得
す
る
と
、
通
所
・
居
住
・
施
設

で
も
取
得
す
る
と
、
通
所
・
居
住
・
施
設

系
サ
ー
ビ
ス
か
ら
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
ま
で

系
サ
ー
ビ
ス
か
ら
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
ま
で

す
べ
て
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
べ
て
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 施設や業務内容によっては、これらの研修未受講・資格がなくても介護の仕事ができます。※ 施設や業務内容によっては、これらの研修未受講・資格がなくても介護の仕事ができます。
また、介護の仕事をしていく中で資格を取得し、キャリアアップしていくことも可能です。また、介護の仕事をしていく中で資格を取得し、キャリアアップしていくことも可能です。

　
今
回
の
体
験
で
、
初
め
て
介
護
の
現
場
に
入

　
今
回
の
体
験
で
、
初
め
て
介
護
の
現
場
に
入

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。  

　
実
際
に
見
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
職
員
と
利

　
実
際
に
見
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
職
員
と
利

用
者
さ
ん
と
の
関
係
が
と
て
も
温
か
く
、
笑
顔
が

用
者
さ
ん
と
の
関
係
が
と
て
も
温
か
く
、
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
明
る
い
雰
囲
気
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

あ
ふ
れ
る
明
る
い
雰
囲
気
だ
っ
た
こ
と
で
す
。  

　
ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

　
ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

初
心
者
の
私
で
も
簡
単
な
操
作
で
安
全
に
立
ち

初
心
者
の
私
で
も
簡
単
な
操
作
で
安
全
に
立
ち

上
が
ら
せ
て
移
動
介
助
が
で
き
、
体
へ
の
負
担

上
が
ら
せ
て
移
動
介
助
が
で
き
、
体
へ
の
負
担

も
少
な
く
安
心
し
て
取
り
組
め
ま
し
た
。

も
少
な
く
安
心
し
て
取
り
組
め
ま
し
た
。  

　
利
用
者
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

　
利
用
者
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

も
ら
え
た
こ
と
が
心
か
ら
う
れ
し
く
、
介
護
の
仕

も
ら
え
た
こ
と
が
心
か
ら
う
れ
し
く
、
介
護
の
仕

事
の
魅
力
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
の
魅
力
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

体験を終えて体験を終えて

利 用 者 同 士 で利 用 者 同 士 で
歌ったり、お話歌ったり、お話
を し た り す るを し た り す る
ことができて、ことができて、
楽しいです。楽しいです。

介
護
資
格
取
得

介
護
資
格
取
得

支
援
事
業

支
援
事
業

申し込みは
こちら

介
護
介
護

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ  

Ｓ
講
座

Ｓ
講
座

ビ　
　
ビ　
　

  　
ギ　

　

ギ　

  　
　

ナ　
　

　
　

ナ　
　

  　
ー　
　

　

ー　
　

  　
ズ

　

ズ

日  

時
場  

所

’’
対  

象
定  

員

料  

金

申  

込

イ
ン
カ
ム
で
の
情
報
共
有

１１

　

介
護
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ｈ
ｕ
ｇ
は
、

　

介
護
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ｈ
ｕ
ｇ
は
、

今
ま
で
人
力
で
利
用
者
を
支
え
立
ち
上
が
ら
せ
て

今
ま
で
人
力
で
利
用
者
を
支
え
立
ち
上
が
ら
せ
て

い
た
も
の
を
、
簡
単
な
ボ
タ
ン
操
作
で
立
ち
上
が

い
た
も
の
を
、
簡
単
な
ボ
タ
ン
操
作
で
立
ち
上
が

ら
せ
て
、
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ら
せ
て
、
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ｈ
ｕ
ｇ
は
、
職
員
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
だ

　

ｈ
ｕ
ｇ
は
、
職
員
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
だ

け
で
は
な
く
、
利
用
者
の
「
職
員
に
迷
惑
を
か

け
で
は
な
く
、
利
用
者
の
「
職
員
に
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
精
神
的
負
担
の
軽
減

け
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
精
神
的
負
担
の
軽
減

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ｈ
ｕ
ｇ
を
使
え
ば
、
体
の
負
担
な
く
大
柄
な

　

ｈ
ｕ
ｇ
を
使
え
ば
、
体
の
負
担
な
く
大
柄
な

人
も
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
も
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介護リーダー介護リーダー
渡部哲也さん渡部哲也さん

男
の
人
も
安
定
し

男
の
人
も
安
定
し

て
持
ち
上
げ
ら
れ

て
持
ち
上
げ
ら
れ

ま
す
！

ま
す
！

私たちの仕事は、利私たちの仕事は、利
用者さんが、１日で用者さんが、１日で
も楽しく過ごせるよも楽しく過ごせるよ
うに介護をするやりうに介護をするやり
がいのある仕事です。がいのある仕事です。

ピ

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
ｈハ

グ
ｕ
ｇ

２２

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者
の
身
体
機

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者
の
身
体
機

能
の
維
持
・
向
上
を
目
指
す
ほ
か
、
気
持
ち

能
の
維
持
・
向
上
を
目
指
す
ほ
か
、
気
持
ち

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
筆
の
郷
で
は
、
そ
の
日
集
ま
っ
た
人
が

　

土
筆
の
郷
で
は
、
そ
の
日
集
ま
っ
た
人
が

や
り
た
い
こ
と
を
相
談
し
て
、
何
を
す
る
か

や
り
た
い
こ
と
を
相
談
し
て
、
何
を
す
る
か

決
め
て
い
る
日
も
あ
り
ま
す
。

決
め
て
い
る
日
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
合
唱
の
時
間
に
参
加
さ
せ
て
い

　

今
回
は
、
合
唱
の
時
間
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　
合
唱
は
、
利
用
者
が
歌
唱
ノ
ー
ト
に
書
か
れ

　
合
唱
は
、
利
用
者
が
歌
唱
ノ
ー
ト
に
書
か
れ

て
い
る
曲
の
中
か
ら
選
曲
し
、音
頭
を
取
っ
て
、

て
い
る
曲
の
中
か
ら
選
曲
し
、音
頭
を
取
っ
て
、

職
員
と
一
緒
に
元
気
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

職
員
と
一
緒
に
元
気
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

３３

問
合
先
介
護
福
祉
課　
℡

介
護
福
祉
課　
℡
2828
ー
８
０
２
６

ー
８
０
２
６

は
ー
い
。

は
ー
い
。

聞
こ
え
ま
す
か
？

聞
こ
え
ま
す
か
？


